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研究成果の概要（和文）：感情の認知や社会的制御の方略は加齢にしたがって変化する。感情制御や対人認知は主に前
頭前皮質、扁桃体、頭頂接合部等の働きに依る。しかし言語の社会的使用の加齢変化を脳神経科学的に検討する試みは
まだほとんど行われていなかった。本課題は、高齢者の言語コミュニケーションにおける肯定的感情語の記憶定着率が
PFCの背内側部（dorsomedial PFC）の灰白質密度によって説明できることをVBM（voxel-based morphometry）解析によ
って明らかにし、高齢者との言語コミュニケーションにおいて肯定的な感情表現を援用することの有用性を示唆した。

研究成果の概要（英文）：Older adults experience memory decline thereby hampering fluent communication. To 
facilitate their memory performance, positive emotions have been shown to have a beneficial effect (the 
age-related positivity effect). However, the neural basis underlying this effect within the language 
domain remain unclear. Using functional magnetic resonance imaging (fMRI) and voxel-based morphometry 
(VBM), this study assessed in what way age-related changes influence the role positive emotion plays 
during sentence processing. Results indicated that, in comparison with the younger counterparts, the 
older participants recruited broader regions including the putamen, the hippocampus, and the insula, for 
positive emotional sentences than neutral ones. VBM analysis found that the gray matter volume (GMV) in 
the dorsomedial prefrontal cortex (dmPFC) predicted the positivity effect during sentence retrieval. GMV 
in the dmPFC might underlien older adults’ retrieval of positive emotional sentence.

研究分野： 神経言語学
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１．研究開始当初の背景 
円満な社会生活を送る上で、他者との関わ

りを維持していくことは不可欠である。齟齬
なく他者との意思疎通を図り種々の共同行
為を成功させることが求められる。ところが
異なる認知処理の方略を持つ若年者と高齢
者とのコミュニケーションでは、情報伝達の
方略も異なることから相互の誤解が生じる
可能性も高くなる。世代を超えた円滑な対人
コミュニケーションを実現させるためには、
相手の意図の認知様式について世代ごとの
特徴を把握する必要がある。本研究課題は、
話し手の意図がどのように聞き手に理解さ
れ記憶に定着されていくかについて、脳機能
イメージングを通して若年者と高齢者の特
徴の比較検討を行うべく立案された。 

 
２．研究の目的 
 本課題では、高齢者が「発話行為」を理解
し記憶へ定着させる過程において、肯定的な
感情語の操作が伝達意図の定着度に貢献す
るかどうかを脳機能イメージングによって
明らかにし、それによって高齢者への効果的
な意図伝達の方略を考える指針を提供する
ことを目的とした。 
先行研究では、言語性作業記憶  (verbal 

working memory) に感情効果 (emotion effect) 
が認められることが報告されている。とりわ
け高齢者では、「うれしい」「かなしい」等の
肯定的感情語の再認の成績は中立語よりよ
いというポジティビティ効果が報告されて
いる。そこで本課題では、与えられた文を理
解し記憶に定着させる際の肯定的/否定的感
情語の果たす役割の神経基盤について、磁気
共 鳴 機 能 画 像 法  (functional magnetic 
resonance imaging: fMRI) を通して検討した。 
 
３．研究の方法 
 健常の右利きの若年者 20 名（男性 10 名、
平均 23 ± 3 歳）と、同様の高齢者 20 名（男
性 11 名、平均 69 ± 4 歳）が MRI 撮像中に (1) 
文処理および (2) 文再認課題を行った。 
予備調査を経て用意された感情語を含む

刺激文の例は以下の通りであった。 
  勇太は新鮮な卵を割った。（肯定語条件） 
  勇太はうずらの卵を割った。（中立語条件） 
  勇太は腐った卵を割った。（否定語条件） 
課題遂行時の脳機能を 3T MRI 装置によって
GRE-EPI 法で計測した: Slices = 39、TR = 
2000ms、TE = 24ms、Thickness = 3mm、Gap = 
0.72mm、FOV = 192mm、画素数 64×64。 
 
４．研究成果 
 その文が先に行った文処理課題で提示さ
れたものであったかを問う文再認課題遂行
中の脳機能において、感情効果が認められた。
肯定語を含む文の再認では、中立語を含む文
に比べて両側眼窩回の活動が亢進した。否定
語を含む文は、中立語文に比べて左眼窩回、
右中側頭回、左嗅皮質、右紡錘状回が亢進し

た（p < .001 with topological FDR correction）。 
 さらに、高齢者の言語コミュニケーション
における肯定的感情語の記憶定着率が PFC
の背内側部（dorsomedial PFC）の灰白質密度
によって説明できることを VBM（voxel-based 
morphometry）解析によって明らかにした（p 
< .001 with topological FDR correction）。 
 これらの脳神経科学研究による結果から、
高齢者との言語コミュニケーションにおい
て肯定的な感情表現を援用することの有用
性を示唆した。 
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